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20（8－も

ら月に入りました。朗直言食育引航言草。この棒会

に自分の食生霧沼尾り返，て卦よしょ〕〇

番面の日拝眉でジ泣＼人へ一，とします。／食中毒の尺こ

出すし、時期なので＿食事の前にL誼み手先し一石し乏

し高額　＿∴∴　－遵

PM給食詰浪合さ行いさすど
らん寝汗二本柱の囲誌で、、試食会もします。僻妻薯

の加。毛、普段ナビもたちが食べ＼ている給食七位天、て

し直阜し－て、給食しこつしくて知，てもらえ王ら塙と雫点てLIき・

す。

試食の音Iこ少し中新交合合食の役割や食言の藷を

しようと担います。

掬lここ引ぎ結成式吉行lほした
こ信招請式の日、2・互生の声！したちで”年表，

と与モア，有作り、I卑生存在もてなし七しまLt㍉

2・ろ年生が作，てくれ手料理をみん丑を、金ドるヮて

すごく良し直言と卑し亘した。　色んな藷互しみカヾら、

ヮ4ワイ食べてLLZすごく楽しし、、良し、房田丸でし壬。

拝んだナ一筋に食べると尾括和ヾ小とつに手引＼これカ＼らの

言語栃が高ま、フ往くこう甲壇、えろような気がしますe金のカ

つて五㌦でよと昧あて啓いました。

とこ扉「ス毛で．としうお等を五知って。ます年末小さ古淵て

16）わ、膏を七知り舌し壬。「スモアJLヂ∴ア坤星少“薯群の

希書吉子、す。寺やシフCの申して作るZ t＼す。

「省V。r順二∴50me rnOre言（もう小とワちょ症’し、）とナビ毛か

言ってし言うお出丁栃この夕請がついたそ泣、す。

評語ち毛薯し中一かし直，と言フびました。

ビ祐／トで、空っし十とマシュマロ和衷雷雷筆写で＼す。

また　晴美集してい訪。‰（心力ぐ、弛みの綿密

切目じすらています。古語手摺あれよせ小幸江tL、③

訓汚してし一対‖


